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導入 
 日本では，年間およそ 155 万トンの繊維製品
がゴミとして捨てられている．このような状況に
対し，本研究ではクラウドソーシングの手法を用
い，解決法を提案する．近年インターネットの普
及とパーソナルコンピュータの高速化により，クラ
ウ ド ソ ー シ ン グ と い う 不 特 定 多 数 の 人
(crowdworker)に業務を委託する雇用形態が非
常に注目されている．本研究では，古着が使わ
れていない原因として，他の服装との組み合わ
せ方(コーディネーション)が分からないという仮
説をたてる．このような古着が再利用されるよう，
クラウド上から，他の服装のコーディネーション
のアドバイスを与えるという手法を提案する． 
 
社会的影響(Social inf luence) 
 社会的影響とは、個人や集団の間において，
一方の感情，意見，行為，態度などが他方によ
り影響されることであり，社会心理学の研究領域
の一つである．人に影響を与える際，最も有効
な五つのパワー[1]が Bertram H. Raven 氏に定
義され，広く応用されている．その五つのパワー
のうち，本研究は二つを採用し，システムを設計
した。 
一つ目は奨励パワー(Reward Power)である．
奨励パワーとは，あるできことに対して，そのこと
を完成した人にお金，ポイント，褒め言葉などを
奨励として，与えることである．もう一つは専門家
パワー(Expert Power)である．専門家の意見は
社会的に評判が高いので，人は考えずに信じて
しまう傾向がある．専門家たちは人々の行動だ
けではなく，態度や考え方まで影響を与える場
合も非常に多い． 
この二つのパワーを利用し，システムの設計を
工夫する． 
 
Coordinator システム 
 本システムはクライアントとサーバーによって構
成されている．クライアント側の利用者は二種類
に分けられ，一つは服装の組み合わせに困って
いて，コーディネート要請を出す人(本研究では，
リクエスタと呼ぶ)，もう一つはそのコーディネート
要請に応じて，コーディネーションのアドバイス
を提供する人(本研究では，アドバイザーと呼ぶ)
である。本システムの利用者はリクエスタにも，ア
ドバイザーにもなれる． 
 一方，サーバー側はプロキシの役割を担い，リ
クエスタからの要請を受け取り，その要請をクラ
ウド上のアドバイザーに転送する．アドバイザー
のコーディネートが完了する際，その結果をサ
ーバーに送り，サーバーは要請を出したリクエス
タに結果を返す．本システムの作業流れは下の
図１に表示する。 
 
図１．システムの流れ 
 この Coordinator システムを利用する際に，利
用者は自分に関する基本情報と持っている洋服，
靴，アクセサリーなどを登録する．利用者はある
洋服に対し，コーディネートの悩みがあるときに，
この洋服の写真と，どんな場面で着たいかといっ
た二つの情報を要請として，サーバーに提出す
る．サーバーは５名のアドバイザーを選択し，そ
の要請を転送する．アドバイザーは要請が届く
際に，要請を出したリクエスタの所有している全
ての服装を見ることが出来る．その服装の中に，
最も似合って，全体的なコーディネーションを選
択し，結果としてサーバーに返す．サーバーが
この結果をリクエスタに報告し、リクエスタは戻っ
てきた五つの結果の中から，最も気に入ったコ
ーディネーションを選択する．選択されたアドバ
イスに対し、提供したアドバイザーにポイントを与
える． 
評価実験 
今回の評価実験では，２５名の方に協力しても
らった．このうちの３名はファッション関係の仕事
をしていて，専門家と呼ぶ．実験期間は二週間
である．この二週間以内，被験者がコーディネー
トの悩みがあれば，自由に要請を出しても良い．
別に要請を出さなく，人のコーディネート要請に
対して，アドバイスを提供しても良い．二週間後，
その使用した感想や考え方について，アンケー
ト方式で評価を取得する． 
 
結果 
 洋服の登録についての評価は，２５名被験者
の中に，手間がかかると感じるのは１０名，４０％
を占めている．そんなに手間がかからないと感じ
るのは１５名，６０％を占めている．このような結果
から見ると，やはり登録する際に，いちいち写真
を撮らないといけないというステップは利用者の
使用意欲を下げることが分かった． 
 
図２．洋服登録際、手間の感じ方を表すグラフ 
 
一方，提供されたアドバイスの満足度について
も調査した．２３名(実際に要請を出した被験者
は２３名だけである)の被験者の中に，「非常に気
に入った」と思うのは６名，「やや気に入った」と
思うのは１３名，「普通」と思うのは４名である。 
 
図３．アドバイスに対する満足度 
 さらに，「どの職種からのアドバイスに対して気
に入ったか」についても調査した．最も被験者た
ちに受け入れられたのはファッション関係者と学
生で、およそ４１％の満足度が得た． 
 
図４．各職種のアドバイスの満足度 
 
考察 
今回の実験の被験者は合計２５名，その中に
ファッション関係者(専門家)は３名，約１割しか占
めていない．専門家の数が少ないが，要請を出
した２３名の被験者の中に，１７名が専門家のア
ドバイスに対して「気になった」と感じていた．こ
のような結果から見ると，権威性のある専門家に
対し，人は信用しやすくなるという特性が明らか
になった． 
 
将来課題と結論 
 現時点では，Coordinator システムは，要請を
出すことと，アドバイスを提供することしかできず，
要請を出す時に，クラウドワーカーの指定は出
来ない．被験者の意見により，特定の人にコー
ディネートのタスクを指定したい場合も非常に多
い．しかし，特定の利用者に大きな負担をかける
と，その利用者の使用意欲もだんだん減ってい
くかもしれない．従って，全く指定できないという
わけでもない，勝手に指定し放題というわけでも
ない，ある条件を満たした場合のみ，指定できる
ようなアプローチが考えられる．指定したい場合
は，ポイントを使わないといけないという仕組み
が考えられる．このような仕組みであれば，相手
の指定が出来るので，利用者のモチベーション
が上がるというメリットが考えられる． 
 従来の洋服推薦システムと比べたら，本研究
はクラウドソーシングという手法を利用し，"人の
考えたコーディネーション"を提供するので，利
用者に受け入れられやすいことが明らかになっ
た．評価実験を通じて，人はどのような要因で説
得されることを調査した．その結果，専門家は他
の利用者より，かなり影響力を持っていることが
分かった．専門家がいるからこそ，従来のコンピ
ュータの推奨システムより，利用者の信頼性が
得られることが明らかになった． 
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